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社
頭
講
話

　「
と
も
に
生
き
る
た
め
に
」

　

今
冬
は
晴
天
の
日
が
多
く
、
積
雪

も
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
気
温
の

低
い
日
が
多
く
、
道
路
に
は
凍
結
防

止
剤
が
大
量
に
散
布
し
て
あ
り
ま
し

た
。
ス
リ
ッ
プ
事
故
は
怖
い
で
す
が

こ
の
散
布
剤
が
溶
け
て
流
れ
た
あ
と
、

環
境
へ
の
影
響
は
無
い
の
か
気
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
少
な
い
積
雪
だ
っ

た
た
め
、
普
段
の
生
活
も
助
か
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
支
障

（
水
不
足
や
農
作
物
へ
の
影
響
）
が
な

い
か
心
配
し
て
い
ま
す
。
富
山
県
は

自
然
豊
か
な
環
境
で
あ
る
が
ゆ
え
に

例
年
通
り
の
季
節
の
風
景
で
な
い
と

何
と
な
く
落
ち
着
か
な
い
の
は
私
だ

け
で
し
ょ
う
か
。

　

春
は
新
芽
の
季
節
で
あ
り
、
新
入

生
、
新
入
社
員
の
初
々
し
い
姿
を
目

に
す
る
季
節
で
も
あ
り
、
何
か
喜
び

に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。
春
が
や
っ

て
来
る
と
村
々
で
は
春
祭
り
が
行
わ

れ
、
再
び
め
ぐ
り
来
た
春
を
喜
び
、

神
々
に
感
謝
を
捧
げ
ま
す
。
こ
の
春

祭
り
に
大
神
様
の
御
前
に
座
し
て
祝

詞
を
奏
上
す
る
こ
と
は
格
別
で
、
神

職
で
あ
る
こ
と
の
喜
び
を
強
く
感
じ

ま
す
。
子
供
の
頃
、
父
や
祖
父
か
ら

お
祭
り
の
た
び
に
「
神
職
は
神
々
に

愛
さ
れ
、
氏
子
崇
敬
者
に
信
頼
さ
れ

な
け
れ
ば
本
当
の
神
職
で
は
な
い
」

と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
『
吾
が
生
命 

神
よ
り
受
け
し
も
の

な
れ
ば 

神
の
ま
に
ま
に
生
き
ん
と
ぞ

思
ふ
』
と
詠
ん
だ
父
は
九
十
七
歳
で

こ
の
世
を
去
る
ま
で
生
涯
現
役
の
神

職
で
し
た
。
ま
た
、
祖
父
は
儀
式
に

つ
い
て
厳
し
い
人
で
、
お
祭
り
が
終

る
た
び
に
奉
仕
ぶ
り
を
反
省
さ
せ
ら

れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
父
、

祖
父
の
教
え
を
受
け
、
生
き
様
を

目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
結
果
、
辛

か
っ
た
こ
と
が
今
は
喜
び
と
な
り
、

私
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

人
の
喜
び
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
例

え
ば
テ
レ
ビ
で
宗
教
家
が
宗
派
の
教

え
を
説
い
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
私
に
と
っ
て
何
歳
に
な
っ
て

も
新
た
な
知
識
を
得
る
こ
と
は
一
つ

の
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

　

個
人
の
喜
び
は
「
自
己
満
足
」
と

い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
ま
す
が
、
あ

ま
り
良
い
言
葉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

少
人
数
の
喜
び
も
大
切
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
、
大
勢
で
喜
び
を
分
か

ち
合
っ
た
ほ
う
が
そ
の
価
値
は
高
い

と
思
い
ま
す
。
昨
今
、
自
分
本
位
に

物
事
を
考
え
る
人
が
増
え
ま
し
た
。

た
と
え
自
分
の
生
活
を
支
え
て
く

れ
て
い
る
人
た
ち
や
、
勤
務
し
て
い

る
会
社
（
組
織
）
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
関
係
に
つ
い
て
の
判
断
基
準
は
ま

ず
自
分
に
と
っ
て
損
か
得
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
れ
で
は
人
と
人
と
の

結
び
つ
き
や
昨
今
頻
繁
に
使
わ
れ
る

「
絆
」
と
い
う
こ
と
は
絵
に
描
い
た
餅

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
分
を
ほ

ん
と
う
に
可
愛
い
と
思
い
、
自
分
の

た
め
に
と
思
う
の
な
ら
ば
、
ま
ず
他

人
に
喜
び
を
与
え
る
こ
と
か
ら
始
め

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
喜

び
を
他
人
が
喜
ん
で
く
れ
た
ら
、
他

人
の
喜
び
を
自
分
の
喜
び
に
で
き
た

ら
、
心
は
豊
か
に
な
り
ま
す
。
心
が

豊
か
に
な
れ
ば
人
と
人
と
の
結
び
つ

き
も
豊
か
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
た

め
だ
け
に
生
き
る
の
で
は
な
く
、
他

人
の
た
め
に
も
生
き
る
こ
と
が
大
切

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

美
し
い
自
然
が
、
ま
た
祖
先
が
、

親
が
私
た
ち
に
生
き
る
力
と
喜
び
を

与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
私
た
ち
も
地

域
社
会
に
喜
び
を
与
え
る
こ
と
の
で

き
る
行
い
に
努
め
、
と
も
に
生
き
る

た
め
の
力
と
な
れ
る
よ
う
精
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
春

と
い
う
活
力
溢
れ
る
季
節
か
ら
力
を

も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
志
を
た
て
て

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

宮
　司  

藤
井
秀
弘

わ　
　
　

い
の
ち
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二
月
三
日
「
節
分
祭
」
が
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
冬
と
春
の
分
か

れ
る
「
立
春
」
ら
し
い
暖
か
い
陽
気

に
つ
つ
ま
れ
、
大
勢
の
参
拝
者
が
一

年
の
幸
福
と
無
病
息
災
を
祈
り
ま
し

た
。

　

祝
詞
奏
上

に
続
い
て
神

楽「
剣
の
舞
」

を
奉
奏
。「
鬼

は
外
、
福
は

内
」
の
掛
け

声
に
合
わ

せ
、
神
職
と

巫
女
が
豆
を

撒
き
ま
し
た
。
参
拝
者
は
「
福
」
を

呼
び
込
も
う
と
、
熱
心
に
「
福
豆
」

を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

二
月
十
一
日
「
紀
元
節
祭
」
が
行

わ
れ
、
神
武
天
皇
の
建
国
の
偉
業
を

偲
び
、
日
本
の
更
な
る
繁
栄
と
世
界

の
恒
久
平
和
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　

本
年
も
福

野
松
風
会

（
苗
田
美
岳

会
長
）
会
員

二
十
名
が
建

国
を
祝
い
吟

詠
を
奉
納
し

ま
し
た
。

（
奉
納
曲
）

・
御
本
社

「
春
日
の
作
」 

新
井 
白
石

「
清
明
」 

杜
牧

「
雪
梅
」 

方
岳

「
春
夕
」 

佐
藤 

一
斎

「
新
年
雪
裏
の
梅
花
に
賦
す
」 

　
　
　
　
　
　
　

有
智
子
内
親
王

「
失
題
」 

古
荘 

嘉
門

・
功
霊
殿

「
弘
道
館
に
て
梅
花
を
賞
す
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

德
川 

斉
昭

「
寒
梅
」 

新
島 

襄

　

二
月
十
七
日
「
祈
年
祭
」
が
斎
行

さ
れ
、
氏
子
崇
敬
者
と
共
に
五
穀
豊

穣
と
産
業
発
展
、
一
年
の
安
泰
を
祈

り
ま
し
た
。

　

祭
典
で
は
神
楽
「
浦
安
の
舞
」
奉

奏
に
続
き
、
井
波
松
風
会
（
斎
藤
彰

岳
会
長
）
の
、
吟
詠
奉
納
が
あ
り
ま

し
た
。

【
感
謝
状
授
与
】

　

森
田 

松
夫 

殿
（
南
砺
市
高
瀬
）

　

三
月
八
日
、
氏
子
並
に
地
元
消
防

関
係
者
二
十
名
が
参
列
し
、「
鎮
火

祭
」
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
殿
で
の
祭
典
終
了
後
、
雪
の
舞

う
中
、
鎮
火
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

神
話
に
基
づ
く
所
作
に
よ
り
、
権

宮
司
と
南
砺
市
消
防
団
井
波
方
面
団

高
瀬
分
団
・
岩
倉
清
孝
分
団
長
が
瓢

の
「
水
」
を
、
笠
田
武
司
副
分
団
長

が
「
砂
」
を
、
岩
倉
和
弘
部
長
が

「
川
菜
」
を
取
っ
て
消
火
し
ま
し
た
。

火
の
恵
み
に
感
謝
し
て
、
一
年
の
無

火
災
を
祈
り
ま
し
た
。

節
　
分
　
祭

紀
元
節
祭

祈
年
祭

鎮
火
祭

参拝者には「福豆」を
授与致しました。
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一
月
三
日
、
福
野
糸
瓜
句
会
（
梅
島
く
に
を
会
長
）
の
「
初
詣
句
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
奉
納
句
は
次
の
通
り
で
す
。

若
水
や
出
土
柱
根
横
た
は
る 

梅
島
く
に
を

大
前
を
水
の
流
る
ゝ
淑
気
か
な 

若
土　

白
羊

拝
殿
に
神
鈴
渡
る
淑
気
か
な 

岩
城　

未
知

読
初
の
一
句
こ
だ
は
り
虚
子
句
集 

田
上
真
知
子

干
支
の
馬
駆
け
る
案
内
絵
初
句
会 

平
野　

孝
純

八
乙
女
山
の
寝
姿
よ
ろ
し
山
眠
る 

北
川　

越
草

大
床
の
神
楽
太
鼓
の
淑
気
か
な 

今
井　

淳
良

初
日
影
生
き
と
し
生
け
る
も
の
へ
み
な 

宇
野　

恭
子

姑
を
継
ぎ
て
馴
染
み
て
年
用
意 

長
谷　

登
世

新
婚
の
笑
顔
並
び
て
年
賀
か
な 

岩
倉　

幸
子

神
域
を
総
て
灯
し
て
年
用
意 

冨
田
み
ゆ
き

小
走
り
の
巫
女
の
鈴
の
儀
初
詣 

澤
田　

敦
子

御
祓
い
を
受
く
一
門
や
淑
気
満
つ 

岡
部　

吉
女

新
し
き
国
旗
を
掲
げ
お
元
日 

新
山　

武
子

恙
無
き
友
ら
揃
ひ
ぬ
初
句
会 

森
田　

桂
子

意
の
ま
ゝ
に
な
ら
ぬ
膝
持
ち
去
年
今
年 

中
村　

芳
枝

御
降
や
新
妻
ら
し
く
傘
ひ
ろ
げ 

直
井　

春
枝

馨
し
き
土
器
の
神
酒
初
詣 

佐
々
木
春
子

父
の
背
に
破
魔
矢
握
り
て
い
ね
む
る
子 

名
村　

五
月

水
鳥
の
遺
跡
の
空
を
数
多
飛
ぶ 

畑
山　

友
子

加
賀
流
を
嫁
の
自
慢
の
雑
煮
か
な 

窪
田　

悦
子

娘
よ
り
貰
ひ
し
二
年
日
記
果
つ 

三
浦　

葉
子

初
明
り
御
手
洗
川
を
ほ
の
と
染
め 

北
川　

秀
子

書
初
へ
逸
る
心
や
墨
を
磨
る 

櫻
井　

恵
子

一
、
二
行
添
へ
て
友
ら
へ
賀
状
書
く 

五
十
嵐
千
恵
子

ス
テ
ー
ジ
の
子
の
箏
並
び
お
弾
初 

稲
葉
佐
智
子

　
今
年
は
十
年
ぶ
り
と
な
る
雪
の

な
い
お
正
月
と
な
り
、
大
勢
の
参

拝
者
で
賑
い
ま
し
た
。
南
砺
警
察

署
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
ご
協

力
に
よ
り
、
事
故
も
な
く
初
詣
期

間
を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
旧
臘
二
十
日
に
は
、「
向
拝
」

や
境
内
各
所
の
「
鳥
居
」
の
注
連

縄
が
張
り
替
え
ら
れ
、
清
々
し
く

新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

【
参
拝
者
数
】

　
十
六
万
人
（
三
が
日
）

平
成
二
十
六
年
初
詣

へ
ち
ま
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十
二
月
二
十
日
、
注
連
縄
奉
納
奉

告
祭
が
斎
行
さ
れ
、
髙
瀬
神
社
注
連

縄
奉
納
講
（
渡
辺
信
作
講
元
）
講
員

十
八
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
県
西
部
の
企
業
の
代
表
や

個
人
、
三
十
六
名
か
ら
誠
心
が
寄
せ

ら
れ
、「
向
拝
」「
大
鳥
居
」「
功
霊
殿
・

髙
瀬
稲
荷
社
の

鳥
居
」
を
同
時

に
張
り
替
え
ま

し
た
。

　
一
月
二
十
一
日
よ
り
、
氏
子
崇
敬
者

の
皆
様
と
二
泊
三
日
の
日
程
で
、
第
六

十
二
回 

神
宮
式
年
遷
宮
で
賑
う
伊
勢

の
神
宮
を
は
じ
め
、
熊
野
速
玉
大
社
、

熊
野
那
智
大
社
、
熊
野
本
宮
大
社
を

参
拝
し
ま
し
た
。

　
神
宮
で
は
内
宮
、
外
宮
参
拝
の
後
、

普
段
入
る
事
の
出
来
な
い
古
殿
地
（
旧

御
殿
）
を
拝
観
し
ま
し
た
。
熊
野
三
山

で
は
各
社
の
宮
司
様
よ
り
熊
野
三
山
の

歴
史
や
、
平
成
二
十
三
年
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
台
風
災
害
か
ら
の
復

興
に
ついて
懇
切
丁
寧
に
説
明
い
た
だ
き
、

有
意
義
な
初
詣
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

　
三
月
二
十
三
日
、「
第
七
回 

富
山

竹
田
研
究
会 

特
別
講
義
・
日
本
を
正

し
く
学
ぼ
う
」
の
た
め
来
県
さ
れ
た
、

旧
皇
族
の
竹
田
宮
家
に
お
生
ま
れ
に

な
り
、
現
在
慶
應
義
塾
大
学
講
師
の

竹
田
恒
泰
氏
が
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
別
講
義
は
参
集
殿
で
行
わ
れ
、

「
古
事
記
っ
て
面
白
い
」
と
題
し
て

講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
百
五
十
名
を
越
え
る
聴
講
者
が

あ
り
ま
し
た
。
髙
瀬
神
社
で
の
講
演

は
今
回
で
二
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　「
人
生
儀
礼
」
と
は
、
人
が
こ
の

世
に
生
ま
れ
、
一
生
の
間
に
行
う
神

事
儀
式
の
事
で
す
。

　
祖
先
か
ら
伝
え
ら
れ
た
人
生
儀
礼

の
一
つ
一
つ
を
大
切
に
し
、
感
謝
の

心
を
持
っ
て
生
活
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
は
「
初
天
神
」「
雛
祭
り
」

の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

注
連
縄
奉
納
奉
告
祭

富
山
青
葉
会
旅
行

注
連
縄
奉
納
講

富
山
竹
田
研
究
会

我
が
家
の
人
生
儀
礼

特
別
講
演

南砺市高瀬
小西　美和ちゃん
　　　章史くん　
　　　修矢くん　

南砺市高瀬
岩倉　拓希くん
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「
大
祓
」
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犯
し
た
罪
穢
を
半

年
に
一
度
祓
い
落
と
し
て
元
の
清
ら
か
な
心
身
に
戻
り
、
続
く

半
年
も
健
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
願
う
神
事
で
す
。

　

拝
殿
に
て
「
大
祓
詞
」
を
奉
唱
し
、
各
人
が
「
人
形
」
に
罪

穢
を
移
し
、
特
に
「
夏
越
の
大
祓
」
は
前
庭
に
設
け
ら
れ
た

「
茅
の
輪
」
を
く
ぐ
り
、
心
身
を
清
浄
に
も
ど
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
暑
い
夏
を
健
康
に
乗
り
切
る
た
め
の
大
切
な
神
事
で

す
。
ど
う
ぞ
ご
参
列
下
さ
い
。

※
ご
希
望
の
方
に
は
案
内
状
と
人
形
を
送
付
い
た
し
ま
す
の

で
、
社
務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

日
時
　
六
月
三
十
日（
月
）
午
後
三
時
よ
り

「
平
成
二
十
六
年 

夏
越
の
大
祓
」の
ご
案
内

「
平
成
二
十
六
年 

夏
越
の
大
祓
」の
ご
案
内

お
　
な
　
ま
　
え

生

年

月

日
な
　
ご
し
　
　お
お
は
ら
え

ひ
と
が
た

　

三
月
十
七
日
（
月
）、
伊
勢
国
一

の
宮 

椿
大
神
社
（
三
重
県
鈴
鹿
市
鎮

座
・
山
本
行
恭
宮
司
）
に
て
、「
全

国
一
の
宮
会
役
員
会
」
が
開
催
さ
れ
、

当
社
宮
司
（
副
会
長
）
も
出
席
し
ま

し
た
。

　

正
式
参
拝
後
、
新
木
直
人
会
長

（
賀
茂
御
祖
神
社
宮
司
）
が
議
長
と

な
り
、
平
成
二
十
六
年
度
総
会
開
催

の
審
議
や
、
平
成
二
十
五
年
度
会
務

中
間
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

尚
、
本
年
は
伊
勢
の
神
宮
に
て
、

「
平
成
二
十
六
年
度
総
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

全
国
一
の
宮
会

全
国
一
の
宮
会

　

平
成
二
十
六
年
よ
り
授
与
し
て
お

り
ま
す
、
お
守
り
を
紹
介
し
ま
す
。

  

厄
除
守

初
穂
料
　
八
〇
〇
円

　

厄
除
、
開
運
を
祈
願
す
る
お
守
り
。

 

こ
ど
も
守

　
　
　
　
　
　
初
穂
料
　
八
〇
〇
円

　

県
の
花
で
あ
る
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

柄
の
こ
ど
も
お
守
り
。
お
子
さ
ん
の

除
災
招
福
を
祈
る
お
守
り
。

お
守
り

三
月
十
七
日
（
月
）、
伊
勢
国
一

の
宮
の

椿
大
神
社
（
三
重
県
鈴
鹿
市
鎮

座

山
本
行
恭
宮
司
）
に
て
、「
全

座
全
国
一
の
宮
会

全
国
一
の

会

全
国
全
国

の
宮
会
宮
会
宮
会

災
招
福
を
祈
る
お
守
り
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辞
　
令

辞
　
令

辞
　
令

○
絵
画
「
樹
暦
」
日
展
入
選
作

　
　

（
豊
受
大
神
宮
境
内
古
木
楠
）

　

日
展
会
友

　
　

津
幡　

光
清 

殿

　

平
成
二
十
六
年
三
月
十
日

　

【
表
紙
写
真
】　
一
の
宮
の
桜

編
集
後
記

　

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
三
年
が
経
ち

ま
し
た
が
、
被
災
地
で
は
今
も
十
万
人
以

上
が
プ
レ
ハ
ブ
な
ど
の
仮
設
住
宅
で
不
自

由
な
生
活
を

余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま

す
。

　

真
の
被
災

地
復
興
が
一

日
も
早
く
進

む
よ
う
、
願

う
ば
か
り
で

す
。

ご
案
内

　

古
く
な
っ
た
人
形
に
感
謝
し
、
神
社
へ
納
め
る
お
祭
り
「
人

形
感
謝
祭
」を
行
い
ま
す
。
納
め
ら
れ
た
人
形
は
お
祓
い
の
後
、

お
焚
き
上
げ
を
し
て
お
別
れ
し
ま
す
。
子
供
の
成
長
と
と
も
に

使
わ
な
く
な
っ
た
り
、
壊
れ
た
り
し
た
「
人
形
」
や
「
ぬ
い
ぐ

る
み
」
を
ご
持
参
下
さ
い
。

受
　
付

午
前
九
時
か
ら
午
前
十
時
ま
で

　
　
　
　
　
（
当
日
の
み
受
付
）

祈
願
料

三
千
円
か
ら
ご
志
納
願
い
ま
す

　
　
　
（
み
か
ん
箱
一
つ
程
度
）

※

大
量
に
あ
る
場
合
や
大
き
な

　

も
の
に
つ
い
て
は
、
事
前
に

　

社
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

　

さ
い
。

　
（
〇
七
六
三
）八
二｜

〇
九
三
二

日
時
　
七
月
二
十
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り

第
十
五
回  

人
形
感
謝
祭
の
ご
案
内

戌の日（安産祈願）戌の日（安産祈願）戌の日（安産祈願）
4 月 9 ・21日
5 月 3 ・15・27日
6 月 8 ・20日
7 月 2 ・14・26日
8 月 7 ・19・31日
9 月12・24日
10月 6 ・18・30日
11月11・23日
12月 5 ・17・29日
腹帯のお祓いも行います
のでご持参下さい。　　

奉
　
納

奉
　
納

奉
　
納

権
宮
司　

藤
井　

秀
嗣

　

神
職
身
分
二
級
上
と
す
る

平
成
二
十
六
年
三
月
十
日

神
社
本
庁

魚
岸　

一
弥

　

出
仕
を
命
ず
る

山
下　

翔
子

小
倉
南
留
美

　

巫
女
を
命
ず
る

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

に
ん
ぎ
ょ
う
か
ん  

し
ゃ  

さ
い

東日本大震災物故者慰霊祭
福島県いわき市久之浜町

東北六県神道青年協議会主催
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新バンケットホール OPEN！！

只今 
御予約
受付中

新バンケットホールでのご結婚披露宴のご予約を承っています。
お気軽にお問い合わせ、ご相談いただきますよう、お待ち申し上げます。

高瀬神社 検索

この地で二千年の歴史をもつ越中一宮 髙瀬神社は、

縁結びの神様をまつる神社として多くの神前挙式を

執り行い、お二人の幸福を願ってきました。

この伝統ある神聖な儀式は大切に守りつつ、新たな

家族との絆を深める日として、披露宴とウエディングの

あるべき姿を見直しました。

明るい光に満ちあふれた新バンケットホールが、

その晴れの日のステージ。

お二人のさらなる幸福を願う髙瀬神社のウエディング。

只今

る幸福を願う髙瀬神社のウエディング。

縁結びの神様に誓う伝統の結婚式を挙げていただく、
一生に一度の日だからこそ、一日一組のカップルの為だけに、
このバンケットは生まれました。

縁結びの神様に誓う伝統の結婚式を挙げていただく、
一生に一度の日だからこそ、一日一組のカップルの為だけに、
このバンケットは生まれました。

〒
九
三
二｜

〇
二
五
二

富
山
県
南
砺
市
高
瀬
二
九
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
六
三
）八
二｜

〇
九
三
二

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
七
六
三
）八
二｜

三
二
〇
四

発
行
日　

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日　
　

発
行
所　
越
中
一
宮　
髙
瀬
神
社
社
務
所

編
集
人　

長
谷
川
宏
幸　
　

印
刷
所　

牧
印
刷
株
式
会
社


